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要旨：「源氏物語」での女主人公紫の上は実母を知らない。また父兵部卿宮の嫡妻北の方とは継
母として直接の交流はない。しかし継母は紫の上の生涯を通して、母性の二重性を顕著にして登
場する。継母北の方は源氏物語では珍しく残忍な性格の持ち主を演じる。と同時にいささか滑稽
さをも感じさせる。継子虐め譚を想起しながらも「源氏物語」ではその類型に執着しない。継母
北の方のその特異な役柄を探る。
キーワード：源氏物語、兵部卿宮の北の方、継母
１．はじめに
　「源氏物語」女主人公である紫の上は幼くして実母を亡くし、祖母の手元で育てられる。父親
は先帝の皇子で藤壺宮の兄である兵部卿宮である。１実母の死は宮の嫡妻、北の方から迫害を受
けてその心労が主な原因であった。紫の上はやがて祖母も失い父宮の邸に引き取られる予定で
あったが、当然継母との軋轢は予想されていた。生前祖母もそれを心配していたが、結局源氏に
より二条院へ引き取られることになり、継母の直接的な虐待は免れたものの、その後の紫の上に
対しての痛烈な攻撃は物語終盤まで続くことになる。
　父宮である兵部卿宮についての研究は見られるものの、その北の方についての研究は多くは見
出せない。小稿では北の方と紫の上が類型的な継子虐め譚を下敷きにしながらも、その特異な存
在に注目し、彼女の役どころを探る。北の方は狭い貴族社会へ宮家から母性をあからさまに発揮
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し、発信していく。北の方のわが子のみ可愛いという遺伝子レベルの母性に対して、紫の上は子
を産まない母としての「学習する母性」を獲得していく。今回は特に北の方の「生物的母性」と
社会の関わりを読み解きたいと考える。
２．紫の上前史 継母北の方の存在　ものし
　源氏が初めて紫の上を知るのは瘧病に罹り治療のため北山の聖を訪ねることがきっかけになる。
偶然垣間見た少女が源氏の目を釘付けにする。それは密かに思う義母の藤壺宮に酷似していたか
らだ。源氏はその夜、その少女の素性を知ることになる。源氏を訪れた北山の僧都の証言により
源氏が偶然目にしたのは藤壺宮の姪、後年の紫の上であった。僧都は紫の上の祖母の兄にあたり、
その姪が兵部卿宮との間に紫の上を儲けたことを述べる。宮邸では嫡妻や実子との確執が想定さ
れ、また過去にも不快なことがあり、今後の紫の上を案じていた。
兵部卿宮なむ、忍びて語らひつきたまへりけるを、もとの北の方、やむごとなくな
どして、安からぬこと多くて、明け暮れもの思ひなん、亡くなりはべりにし。物思
ひに病づくものと、目に近く見たまへし。
（小学館『古典文学全集』「源氏物語」若紫287頁）
（以下巻名・頁数を示す）
　少納言の乳母は祖母の亡き後、父の兵部卿宮邸に渡すことは祖母も憂慮していたことを語る。
兵部卿宮には多くの子が既に嫡妻との間におり、そのなかで幼い紫の上の扱いが心配であった。
宮に渡したてまつらむとはべるめるを、故姫君の、いと情けなく、うきものに思ひ
きこえたまへりしに、いとむげに児ならぬ齢の、またはかばかしう人のおもむけも
見知りたまはず、中空なる御ほどにて、あまたものしたまふなる中の、あなづらは
しき人にてや交じりたまはんなど、過ぎたまひぬるも、世とともに思し嘆きつるこ
と、しるきこと多くはべるに、
　　　　　　　　　　　　　　　（若紫315）
　一方実父兵部卿宮は祖母を失った紫の上を本邸に引き取る算段をする。「君は、若き人々あれ
ば、もろともに遊びて、いとようものしたまひなむ。」（若紫322）と、本邸で他の兄弟姉妹と仲
兵部卿宮の北の方
良く過ごすことが出来ると語る。兵部卿宮は本邸に引き取ることは生前から既に尼君には提案し
ていたが、憂慮する尼君より断られていたのである。「かしこに渡りて見ならしたまへなどもの
せしを、あやしう疎みたまひて、人も心おくめりしを、かかるおりにしもものしたまはむも、心
苦しう」（若紫323）と吐露する。実際彼は紫の上に「何か、さしも思す。今は世に亡き人の御事
はかひなし。おのれあれば。」（若紫323）と自分を頼るように語る。しかし幼い紫の上に「おの
れあれば」という言葉は、源氏が紫の上にかける言葉、「まろも同じ人ぞ」（若紫329）とはその
優しさからして違うのである。結局源氏に連れ出されて行方不明になった紫の上を強いて探そう
ともせず、乳母が心配のあまり連れ去ったのであろうと憶測するのに止める。尼君も本邸に渡す
ことを「ものし」と判断していたことを兵部卿宮は認知していた。「故尼君もかしこに渡りたま
はむことを、いとものし２とおぼしたりしことなれば、乳母のいとさし過ぐしたる心ばせのあま
り、おいらかに、渡さむを便なしなどは言はで、心にまかせて、率てはふらかしつるなめり。」
（若紫335）、兵部卿宮は、意気消沈はするものの、それ以上探究せず本邸に帰ることになる。や
はり親身さには欠けるのである。但し嫡妻の処遇を「ものし」と祖母が判断していたことはある
程度気に掛けていた。
３．紫の上行方不明 兵部卿宮と北の方の思惑
僧都の御もとにも尋ねきこえたまへど、あとはかなくて、あたらしかりし御容貌な
ど、恋しくかなし、と思す。
（若紫335）
　紫の上が明日にも兵部卿宮邸に引き取られる寸前源氏は強引に紫の上を二条院へと連れ出す。
兵部卿宮はその後僧都に消息を尋ねるが、乳母が連れ出したのであろうと思い捜索を続けない。
素晴らしく思えた紫の上が乳母に連れ出されて、落ちぶれてしまうことを察しながら、それ以上
積極的な行動に出ないところに父宮と紫の上の関係が推量できる。
　紫の上も「宮をばことに思ひ出できこえたまはず、」（若紫336）と、父宮よりも源氏になつい
ていくのである。その後父宮は藤壺の三条邸で源氏と会うが、紫の上が源氏の邸、二条院に渡っ
たとは思いもよらないのであった。やはり父娘の結びつきは弱い。（紅葉賀391）
　一方継母北の方は紫の上が行方不明と聞き、紫の上の亡き母への憎しみも失せ、「わが心にま
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かせつべう思しけるに違ひぬるは、口惜しうおぼしけり。」（若紫335）と、紫の上を心に任せて
養育することができず悔しがったとある。しかしながら本当に母親への憎悪が失せたのであろう
か。それは単に憎しみを紫の上に転嫁するものであろう。「わが心にまかせつべう」と当時の継
子虐め譚、『落窪物語』や『住吉物語』を想起するところである。裁縫や染め物をさせ、充分な
食事も与えず、果ては性的な虐待も予想されるのである。しかし、源氏の救いでかろうじて現実
的な虐待は免れた。宮家の労働力としての紫の上損失を悔しく思ったのか。
　また、「わが心にまかせつべう」とはもう一方で婚姻関係の持ち駒とも考えたであろう。北の
方と兵部卿宮との間には「あまたものしたまふ」、「若き人々」とあるように男子４名、女子２
名の子供達３がいることになる。紫の上10歳時には長女、髭黒北の方は16、7歳であり、次女の
中の君、後の王女御の年齢は定かではないが、紫の上よりは年少であろうか。いずれにしても他
に意に叶う女子を得たかったのかも知れない。
４．紫の上出自公表 北の方の嫉み
　「この姫君を、今まで世人もその人とも知りきこえぬもものげなきやうなり。父宮に知らせき
こえてむと思ほしなりて、御裳着のこと、」（葵69）と、源氏は紫の上の裳着を執り行う。その後
は世人も紫の上を認め、父宮との交流も再開するのであった。
西の対の姫君の御幸ひを、世人もめできこゆ。少納言なども、人知れず、故尼上の
御祈りのしるしと見たてまつる。父親王も思ふさまに聞こえかはしたまふ。嫡腹の、
限りなく、と思すは、はかばかしうもえあらぬに、ねたげなること多くて、継母の
北の方は、安からずおぼすべし。物語に、ことさらに作り出でたるやうなる御あり
さまなり。
（賢木95）
　源氏の計らいで裳着も挙行され、父宮とも再会した紫の上を世人は昔物語以上の幸福を手に入
れた幸い人と評した。しかし、北の方は継子の幸福を妬む。類型に沿って行けば将来的には継子
は幸せになるであろう。読者はここでは、はらはらしながら、しかし半ばは安心して読み進める
ことが出来る。そして源氏と紫の上が継母にどのような報復をするか楽しみのひとつでもあり、
継子虐め譚は読者側のカタルシスであった。継母は事あるごとに言葉で、そしてそれは噂となっ
兵部卿宮の北の方
て紫の上を攻撃する。
　嫡腹の子供たちよりも世の評判の高い継子に北の方は嫉妬と怒りで心安らかではない。紫の上
14歳時、長女、次女中の君、その他男子たちの儀礼、袴着、裳着、元服などは盛大に執り行われ
たのであろうか。宮家の子息、子女の通過儀礼について本文には描かれていないが、「嫡腹の、
限りなく、とおぼすに、はかばかしうもえあらぬに」とあるように兵部卿宮家にははかばかしい
後見もなく盛儀は難しいのである。
　継母北の方は母としての愛は盲目的であり、専ら実子へのみ注がれる。それは後年長女が「大
殿の北の方と聞こゆるも、他人にやはものしたまふ。かれは、知らぬさまにて生ひ出たまへる人
の」（真木柱353）と紫の上を他人と見、自分達は感知しないところで育った人であると述べてい
ることからも想定できる。
　一般に母性心象は慈愛と憎しみの表裏一体をなしていると考えられている。継子虐めは母性の
二重性、両端にある慈しみと虐待にある。心理的に子供を虐待するのは人間だけに見られる現象
で、衝動性や攻撃性が高く社会的に未熟な状態にある親が、子供を虐待する傾向にあると言われ
る。４実子の健やかな成長を願う一方、夫の愛情と理解が得られず、閉鎖的な社会で母親は孤立
し、欲求不満（フラストレーション）を引き起こしていく。継母の嫉みや妬みによる暴言は宮家
内部のみならず、貴族社会への怨嗟として広がるのである。
５．兵部卿宮の思惑と困惑　おろか
父親王はいとおろかに、もとより思しつきにけるに、まして世の聞こえをわづらは
しがりて、訪れきこえたまはず、御とぶらひにだに、渡りたまはぬを、人の見るら
むことをも恥づかしく、なかなか知られたてまつらでやみなましを、継母の北の方
などの、「にはかなりし幸ひのあはたたしさ。あなゆゆしや。思ふ人、かたがたに
つけて別れたまふかな」とのたまひけるを、さるたよりありて漏り聞きたまふにも、
いみじう心憂ければ、
（須磨163）
　源氏が須磨へ退去することになったが、父宮は世情を憚り、紫の上との交際を断絶した。物語
はそのような父宮をおろかと叙述する。紫の上は源氏を初め周りの女房達にも恥ずかしく、いっ
そ再会すべきではなかったとまで思い沈むのであった。更に北の方の暴言が追い打ちをかける。
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源氏が紫の上を大切に思うのに対して、また「物語にことさらに作り出でたるやうなる御有様な
り」（賢木96）であった紫の上の幸いがあっけなく消えたこと、大切な人々、実母、祖母、そし
て今回の源氏との別れを皮肉り、快哉を叫ぶ。継母は継子の不幸を喜び、それに気兼ねしながら
何も言えない無力な父親という設定は継子虐め譚の常套である。
兵部卿の親王、年ごろ御心ばへのつらく思はずにて、ただ世の聞こえをのみ思し憚
りたまひしことを、大臣もうきものに思しおきて、昔のやうにも睦びきこたまはず。
（澪標291）
　源氏は政界へ復帰してからは、兵部卿宮家にたいしても、以前とは変わって一線を画すように
なる。源氏の須磨流謫時代に兵部卿宮の示した権力への迎合と日和見的な態度を源氏は許さな
かった。兵部卿宮にも以後、後ろめたさが付きまとうことになる。
６．兵部卿宮の政治的野心
　兵部卿宮自身は親王の位であるから、直接政治には参画できないが、彼にはもともと権力志向
が見受けられる。５「御兄の兵部卿宮の親王など、かく心細くておはしまさむよりは、内裏住みせ
させたまひて」（桐壺118）と、妹の藤壺宮を桐壺帝に入内させようとする。それは藤壺宮の母后
が弘徽殿女御の気性を危ぶみ、宮の入内には消極的であったが、母后没後、兄兵部卿宮が積極的
に妹藤壺宮の入内に賛同したのである。藤壺宮と桐壺帝に皇子が誕生すれば、兵部卿宮の宮廷内
での立場は重くなるからである。しかしながら、桐壺帝と藤壺宮との名目上の皇子、後の冷泉帝
の後見は兵部卿宮ではなく、源氏に委譲されるのであった。
　また、源氏の須磨退去に対して時の権力者右大臣を慮り、「世の聞こえをわづらはしがりて訪
れきこえたまはず」（須磨163）と、源氏とは距離を置くことになり、紫の上の心を傷付けるので
あった。こうした兵部卿宮は権力へ迎合する性格として描写されている。兵部卿宮自身もしっか
りとした後見がいないのが現状であるが、権力への布石として長女を髭黒と結婚させている。春
宮の伯父髭黒に長女を嫁がせること、即ち髭黒北の方は「女君、人に劣りたまふべきことなし。
人の御本性も、さるやむごとなき父親王のいみじうかしづきたてまつりたまへる、おぼえ世に軽
からず、御容貌などもいとようおはしけるを、」（真木柱349）と言われる人であったが、時たま
兵部卿宮の北の方
物の怪に襲われて常軌を逸することがあり、夫髭黒からは疎んじられていた。将来政界の重鎮と
なるであろう髭黒に嫁がせたことは親王家としては異例のことであった。物語とはいえ、当時親
王家はあくまでも一般臣下６を婚姻対象としてはいない。髭黒は臣下であった。ここにも兵部卿
宮の強い権力志向が看取出来る。
　一方兵部卿宮は次女、中の君を冷泉帝に入内させる希望があったが、「さように心ざしてかし
づきたまふ名高きを、大臣は、人よりまさりたまへ、としも思さずなむありける。」（澪標291）
と、源氏の賛同が得られずにいる。源氏は今や後宮をも掌握しているのであった。しかし、どう
にか兵部卿宮は次女を王女御としての入内７に漕ぎつける。「御むすめ本意ありて参りたまへり。
同じごと王女御にてさぶらひたまふを」（乙女25）、皇子誕生を未だ見ない冷泉帝に王女御が皇子
をあげれば、兵部卿宮の宮廷内での立場は強くなる。そこに源氏の恐れがあった。冷泉朝の立后
問題も「とりどりに思し争ひたれど、なほ梅壺ゐたまひぬ。」（乙女25）と、結局源氏の養女、斎
宮女御、後の秋好中宮に決まるのであった。
　兵部卿宮は子女について、「かしづかむと思はむ女子をば、宮仕えにつぎては、親王たちにこ
そ見せたてまつらめ。ただ人の、すくよかになほなほしきをのみ、今の世の人のかしこくする、
品なきわざなり。」（若菜下153）と、大切に養育した子女は先ずは宮仕え、次には親王に娶わせ
ることを第一とし、昨今臣下で堅実な普通の人を相手としてもてはやすのは品のないことだと述
べる。しかし、それは長女を髭黒に嫁がせたことと明らかに矛盾する。髭黒こそは源氏物語中で
も無粋で風流を解さない、しかし堅実な臣下として描かれている人物であるからだ。更に後年兵
部卿宮は孫娘、真木柱の君の婿としてかつての頭中将の長男柏木を想定していたこともあったと
述べられる。柏木も将来有望な青年であったが一般臣下であった。
　そもそも、兵部卿宮は先帝と后の間の皇子である。その出自は第一級の血脈でありながら、物
語中では皇位を継承出来ずに、地位としては兵部卿宮、後年式部卿宮となった人物である。皇位
が手に届く血統でありながら、手中に収めることが出来ない人物として描かれている。先帝が一
体どの御代であったかが、従来諸研究のあるところであるが、本稿では一応、一院の前の帝とし
ておく。８
　その人物のモデルもしくは準拠については、親王であること、娘を入内させているなどの条件
をもとに延喜から寛弘年間までを見てみると、諸説あるなかで最もイメージとして分かりやすく、
妥当なものは今井源衛氏説の為平親王（村上皇子）ではないかと考える。為平親王の室は安和の
変で失墜した左大臣源高明の娘である。そして為平親王は室源高明娘との娘婉子女王を花山天皇
に入内させている。一方藤本勝義氏は、妹が入内して妃であり、また娘を後宮に入れている人物
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として是忠親王（光孝皇子）９をあげる。だが、是忠親王の室は藤原氏出身であるため、物語の
イメージとは即重ならないのではないか。為平親王は村上天皇と中宮安子との第四皇子であり、
室は源氏である。弟の守平親王に皇位を奪われ、安和の変で後見源高明を失う。この点も不幸な
親王の面影が似通う。娘婉子を花山天皇に入内させ、昇殿が許されてたびたび宮中を訪れ、世の
人の顰蹙を買っている点10などは物語中の兵部卿宮に一部重なる。
７．北の方の母性　さがな者　ものし
　北の方に関して、そのモデルや準拠はあるのだろうか。研究では「物語はその北の方の出自を
一切明示しない。」11「皇族出の北の方」12などの言及に留まる。「もとの北の方、やむごとなくな
どして」（若紫287）と本文にあるがいずれもその出自は不明である。しかし、兵部卿宮に嫁して
いることから、恐らく身分の高い家、もしくは王孫であろう。婚姻の経緯は物語では述べられて
いないが、その高い出自と相反する性格描写が特異である。北の方は夫兵部卿宮の身位により、
自身の社会的地位をも望めた立場であったろう。しかしながら常に敗者の苦汁を飲まされること
になる。
　兵部卿宮のイメージが最も近いと言われる為平親王の北の方、源高明の娘は継母北の方にその
イメージを投影しているのであろうか。13安和の変による環境の激変が17歳の為平親王と室へは
多大な影響を及ぼしていることは想像に難くない。但し残念ながら実存する彼女についての資料
は見出せない。彼女自身が継子虐めのイメージには即繋がるものもなく、その描写が物語内の北
の方へ投影しているかは定かではない。しかし、男性社会での女性の不如意さを身をもって経験
している彼女の声なき声は、兵部卿宮の北の方の造形にいささかは投影しているであろう。
世の中響き揺すれる御急ぎなるを、式部卿宮にも聞こしめして……わが家まではに
ほひ来ねど、面目に思すに、また、かく、この世にあまるまで、響かし営みたまふ
は、おぼえぬ齢の末の栄えにもあるべきかな、とよろこびたまふを、北の方は、心
ゆかずものしとのみ思したり。女御の御まじらひのほどにも、大臣の御用意なきや
うなるを、いよいよ恨めしと思ひしみたまへるなるべし。
（乙女71）
　乙女巻で六条院造営と同時に紫の上主催の父宮の五十賀が挙行された。物語にはその様子は描
兵部卿宮の北の方
写されないが、父宮は過去の経緯はあるとしても、世に面目を施すことが出来たのである。
　先の朱雀院行幸の折、冷泉帝と源氏は同院内の柏梁殿の弘徽殿皇太后を訪問した。皇太后は喜
びながらも、「后は、なほ胸うち騒ぎて、いかに思し出でづらむ。世をたもちたまふべき御宿世
は消たれぬものにこそ」（乙女69）と、敗北を半ば認めるのであった。継母弘徽殿皇太后への勝
者としての源氏の寛容さが窺えるところである。一方兵部卿宮の参賀も紫の上を援助する形で源
氏も参加するが、それは須磨浮沈時の兵部卿宮に対しての源氏の余裕ある報復である。しかし、
北の方は承服していない。それは王女御への源氏の扱いでもあり、また髭黒の玉鬘への懸想が宮
家にさらなる不幸を齎したと考えるからである。源氏の養女格の玉鬘と髭黒の結婚により、兵部
卿宮の長女が髭黒邸を去り、父宮邸へと戻ることになったからである。北の方は娘達の不幸は源
氏一家から齎らされたものとばかりに立腹するのであった。
宮には待ちとり、いみじう思したり。母北の方泣き騒ぎたまひて、「太政大臣をめ
でたきよすがと思ひきこえたまへれど、いかばかりの昔の仇敵にかおはしけむ、と
こそ思ほゆれ。女御をも、事にふれ、はしたなくもてなしたまひしかど、それは、
御仲の恨みとけざりしほど、思ひ知れとにこそありけめ、と思しのたまひ、世の人
も言ひなししだに、なほさやはあるべき、人ひとりを思ひかしづきたまはんゆゑは、
ほとりまでもにほふ例こそあれ、と心得ざりしを、ましてかく末に、すずろなる継
子かしづきをして……」
「……一年も、さる世の響きに、家よりあまる事どももありしか。それをこの生の
面目にてやみぬべきなめり。」とのたまふに、いよいよ腹ちて、まがまがしきこと
などを言い散らしたまふ。この大北の方ぞさがな者なりける。
（真木柱366）
　「継子かしづきをして」と、北の方の立腹は源氏に向けられる。実子長女の不幸、また次女、
王女御の宮廷内での処遇など全て不満であり、彼女は宮邸で一人夫兵部卿宮に泣き騒ぎ、ののし
り、腹立ち、まがまがしいことを言い散らすのであった。物語は「この大北の方ぞ、さがな者な
りける。」と断定する。夫宮の心は終始揺れ動いているが、この北の方の思いの方向は一定であ
り、生物的母親の盲愛に一貫していると言える。
　後年、孫娘、真木柱と蛍兵部卿宮は祖父の承認のもと結婚したが、もともと風流才子の蛍兵部
卿宮はあっけなく結婚が運んだことにいささか拍子抜けしたか、通いが途絶えがちになった。そ
れに対して祖母の北の方は辛辣な評価をする。「大北の方といふさがな者ぞ」と、この物語では
徹底して意地悪な悪者のキャラクターを演じている。継母北の方は一貫してその性格が「さがな
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者」14として叙述される。「さがな者」は継子虐めのイメージを持つ語彙である。しかし反面実
子に愛着を持ち、家政にいそしむ妻や母を男性がからかい半分で表現する用例もある。帚木巻で
の指喰いの女、また夕霧巻での雲居雁などは滑稽であるとともに読者には近い存在として描写さ
れている。いずれも夫が他の女性に心を傾けることへの抵抗する姿がそこにある。
　継子虐めをする継母は残虐であり、性悪な人物として描かれる場合が多いが泣き騒ぎ、ののし
るなどの姿は反貴族的な描写であり、姿でもある。「大北の方といふさがなものぞ、常に許しな
く怨じきこえたまふ。親王たちは、のどかに二心なくて見たまはむをだにこそ、華やかならぬ慰
めには思ふべけれ。とむつかりたまふを」（若菜下155）と、彼女の親王に対する思いは「二心な
く穏やかな結婚生活」に向けられていることが分かる。指喰いの女や雲居雁と同様、夫から唯一
の妻として扱われたいという欲求が噴出するのである。紫の上の実母を脅し、継子虐めを貫く感
情は自己中心的ではあるが、案外と穏やかな自己の結婚生活を望む思いから出た、率直な言葉で
あろう。継母の赤裸な姿は物語を進める上でのひとつの機動力にもなっていると言えるのではな
いか。
　巻は下って、若菜下、六条院へ女三宮が降嫁する事件が起こる。
「をこがましく思ひむすぼほるるさま、世人に漏りきこえじ。式部卿宮の大北の方、
常にうけはしげなることどもをのたまひ出でつつ、あぢきなき大将の御事にてさへ、
あやしく恨みそねみたまふなるを、かやうに聞きて、いかにいちじるく思ひあわせ
たまはん。」など、おいらかなる人の御心といへど、いかでかはかばかりの隈はな
からむ。
（若菜上47）
　源氏への女三宮降嫁事件に対する紫の上の動揺が述べられる。「惑乱する心を世の人に知られ
てはならない。しかし常日頃から不吉なことを言っている兵部卿宮の北の方はどのように思うで
あろうか。髭黒と玉鬘の一件も自分の差し金と思っているのだから。」と紫の上のような美質の
持ち主でさえも、このように考えてしまうのではないか、と叙述される。
　継母北の方にとって紫の上は外腹の継子であり、また源氏の嫡妻ではないのである。そこには
源氏と紫の上の出自がいずれも継子であり、亡き実母が嫡妻ではなかったことへの、自らの優位
に固執する姿がある。
兵部卿宮の北の方
８．おわりに
　北の方の保身反応は嫉妬となり、紫の上の母を死に追い詰め、更にその子を晩年になっても許
そうとしなかった。それは自分が所有しているべきものを他によって侵害されたと感じる時に嫉
妬となり噴出する。一般的には理性と感情の相克により人格が形成されるが、この北の方は嫉妬
をむき出しにし、当時の宮廷社会に切り込む。時の権力者源氏家にも矛先を向けるのは男性でも
躊躇するところであった。しかし、北の方は母性を盾にして怒り憎しみを露わにする。遺伝子レ
ベルの「生物的母性」を表面に出すことが継子虐め譚の大きな要素であるが、反貴族的な言動や
行動は物語の底辺にあって、物語を進めるひとつの機動力となっているとも言えるのではないか。
一貫してさがな者として描かれる北の方は源氏物語では特異な存在であると同時に源氏家に対抗
する存在として顕著であると言える。源氏の継母弘徽殿皇太后は物語の途中澪標巻で源氏の寛大
さに触れて不承不承撤退して行く。一方兵部卿宮の北の方は物語の終焉までその結末は語られな
い。紫の上が女三宮を迎えて新たな不安を抱えることになるが、恐らく紫の上の思惑どおり、噂
を聞き、嘲笑い、今までの幸い人であった紫の上が不幸になることで彼女なりのカタルシスを得
たのであろうか。継母と紫の上とは面識はないものの狭い貴族社会では「さるたよりありて漏り
聞きまたふにも。」（須磨164）「かやうに聞きて」（若菜上47）などと噂話として流布しいたので
あろう。一般的には女性は社会的条件に制約があり、関心の狭さから社会全体よりも自分の身辺
の出来事を好むことが噂話の心理である。噂に対処するにはまさに紫の上のように「をこがまし
く思ひむすぼほるるさま、世人に漏りきこえじ。」（若菜上47）と自己規制することである。今ま
での類型的な継子虐め譚的なストーリーから脱却し、今後の紫の上の身の処し方が新たなプロッ
トを生むことになる。紫の上が養女とした明石姫君、秋好中宮、玉鬘と継母継子として良好な関
係を築いていることは、即ち自ら産んだ娘達ではないが、母として「学習する母性」を身に付け
ていったことによるのではないだろうか。
　紫の上が自身の子を産まずとも母性を獲得していく過程の検証は次回に譲りたい。
注
１．乙女巻で兵部卿宮から式部卿宮になるが、本文は兵部卿宮で統一する。同様に北の方も大北の方
と記載される箇所があるが、本文では北の方で統一する。
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２．「ものし」物事の様子がいとわしい。どことなく気に障る。不快である。不気味で怪しい。不吉
である。この場合は「良くない」「芳しくない」が適語か。感情表現のみならず理性的に事柄を
評価する意味がある。但しこの箇所兵部卿宮がどこまで尼君の「ものし」、理性的な判断を理解
していたかは心もとない。 
『日本国語大辞典』小学館
３．兵部卿宮は北の方との間に６人の子供がいる。男子４名「御兄弟の君たち、兵衛督は上達部にお
はすればことごとしとて、中将、侍従、民部大輔など、御車三つばかりしておはしたり。」（真木
柱362）女子は長女、髭黒の北の方と次女、王女御である。
４．母性の二重性「生物的母性・学習する母性」並びに「慈しみと虐待」などの論考がある。 
東山弘子『母性の喪失と再生』創元社，2006．
５．森一郎氏著『王朝文学研究誌』第４号「源氏物語における政治と人間－兵部卿宮をめぐって－」
の論考に対して西村亨氏は「皇籍を離脱しない親王で、政治に関わる地位にいない兵部卿宮が光
源氏に対立することはあり得ないのではないか」と問う。それに対して、森一郎氏は今井源衛氏
『兵部卿宮－紫の上の父－』（『日本古典観賞講座第』４巻「源氏物語」角川書店1957．）を参考に
答えている。「源氏物語の兵部卿宮が政治的権力への夢に突き動かされている事実を確認するこ
とによって、即ち、皇籍を離脱しない親王で政治に関わる地位にいない兵部卿宮が、光源氏に対
立している物語事実を確認することを行って、次に歴史的事実について考察した。」とし、また
「皇籍を離脱しない親王で、政治に関わった歴史上の人物」について山中裕氏の説、為平親王を
あげる。源高明の娘を室としたばかりに皇太弟の地位を弟守平親王（円融天皇）に譲り、即位を
断念した。その後為平親王は娘婉子を花山天皇に入内させており、物語内の兵部卿宮の源泉に
なっているとする。 
森一郎『源氏物語の表現と人物造形』和泉書院，2000．
６．史実における宮家の婚姻 
平安初期から院政期まで名前と父親王が確認出来る親王の娘達74名の動向によると、入内後、藤
原実資の室となった為平親王娘、婉子女王の重複も含めて総数75例の内、独身が47例、入内が４
例、皇族との婚姻が３例、賜姓源氏との婚姻が３例、臣下との婚姻が18例となっている。その内、
臣下との婚姻は父宮生前の婚姻は８例だけであり、その他は父宮薨去後ないし出家後男性臣下か
ら一方的になされたものである。親王家は一般臣下を婚姻の対象としていない。 
新山春道注「若菜下（前半）」『源氏物語鑑賞と基礎知識』p. 54，至文堂 2004．
７．史実との乖離 
王女御の入内も異例である。史実では父親王在世中に入内は２例、村上天皇女御徽子女王（父醍
醐天皇第四皇子重明親王）花山天皇女御婉子女王（父村上天皇第四皇子為平親王）、両親王とも
過去に皇位継承を志向した時期があり、それが断たれた代償行為かと思われる。 
新山春道注『源氏物語鑑賞と基礎知識　若菜下（前半）』p. 55，至文堂，2004. 
橘健三 校注，訳「大鏡（師輔）」『日本古典文学全集』p. 169，小学館，1985.
８．諸説はほぼ下記に整理出来る。それぞれに説得力がある反面また全て説明出来ない部分もあり、
決着はつかない。筆者はＥ説に魅力を感じる。日向一雅氏の説かれる、別系統説、一院－桐壺帝
兵部卿宮の北の方
が史上の「光孝－宇多－醍醐」という新皇統に相当し、先帝は「陽成」に準拠する。「先帝と一
院－桐壺帝との系譜が不明なのは、父子とか兄弟とか伯叔父、甥、従兄弟などと簡単に系図に示
す事が出来ないから」とする。 
Ａ：先帝を一院の父とする。 
Ｂ：先帝を一院の子で桐壺帝の兄とするもの 
Ｃ：先帝を一院の弟とするもの 
Ｄ：先帝と一院および桐壺帝との関係は本文に語られない以上不明とする。 
Ｅ：先帝と一院や桐壺帝とは別系統とするもの 
浜橋顕一「源氏物語の先帝について－作中人物の年齢問題－」『源氏物語論考』笠間書院，1997 
日向一雅「桐壺帝の物語方法－源氏物語の準拠を巡って」『源氏物語の準拠と話型』至文堂，1999． 
新山春道 注「桐壺」『源氏物語の鑑賞と基礎知識』p. 120，至文堂，1998.
９．是忠親王準拠説として藤本勝義氏は以下のように論ずる。（「源氏物語に於ける式部卿宮を巡って
－「乙女」巻の構造を視座として－」「国語と国文学」昭和57年『源氏物語の想像力』笠間書院
所収）光孝長子の是忠親王と兵部卿宮との酷似を述べる。母親が后の高位であり、妹の内親王が
入内している例は『本朝皇胤紹運録』などから沖野（甘南美内親王が平城帝）是忠（為子内親王
が醍醐帝）の２人となり、更に娘が入内している例は沖野（班子）、時康（忠子、綏子、為子、
源和子）、是忠（好子）、重明（徽子）、為平（婉子）である。つまり、光孝天皇皇子であり、妹
為子内親王が醍醐天皇妃、娘好子女王が陽成天皇妃となり、物語中の兵部卿宮の条件を満たして
いるのは是忠親王となるとする。 
森一郎『源氏物語の表現と人物造形』和泉書院，2000．
10．「御女を奉りたまひて、御みづからもつねにまゐりなどしたまひけるこそ、『さらでもありぬべ
けれ』と、世の人もいみじう謗りまうしけり。」 
橘健三 校注，訳「大鏡（師輔）」『日本古典文学全集20』p. 169，小学館，1985.
11．西沢正史企画，上原作和 編集『人物で読む源氏物語－藤壺宮』勉誠出版，2005.
12．今井源衛『源氏物語の研究』「兵部卿宮のこと」未来社，1981.
13．為平親王室は、父は源高明、母は藤原師輔三女である。母違いの妹に源明子（藤原道長妻）がい
る。為平親王との間に４男３女を儲ける。子息には源憲定、頼定、為定、顕定、女子には長女婉
子女王（花山帝女御、後藤原実資室）、次女具平親王室（源師房母）、三女恭子女王（一条朝斎
宮）がいる。
14．さがな者　物語でのキャラクターとして扱われる。但し『源氏物語』では「このさがな者をうち
とけたる方にて」（帚木153）、「かのさがな者も、思ひ出である方に忘れがたけれ」（帚木160）と
左馬頭が語るのは指喰いの女であり、また、「いと鬼しうはべるさがな者」と夫夕霧より語られ
るのは雲居雁である。（夕霧455）このような用例はむしろ近親感の表現であろう。
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